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〈目的〉　肺癌において肺門縦隔へのリンパ節転移，

とりわけ縦隔への転移の有無は患者の予後を左右する

重要な因子である。今回手術によって肺門・縦隔へのリ

ンパ節転移N（＋）を認めた症例，肺門縦隔への転移が高

率といわれる小細胞性未分化癌例・および胸部レ線で

TNM分類におけるN，を確認し得た症例に対して，
67Ga肺シンチグラフィーを行ない，本法による肺門・縦

隔リンパ節転移の診断的意義につき検討したので報告

する。なお67Ga肺シンチグラムで，例えば気管・気管

支リンパ節と肺門リンパ節の明らかな区別は困難なた

め，TNM分類によるN2・N，は一括してN（＋）とした。

〈検査対象〉　手術症例は扁平上皮癌32例，腺癌17

例’大細胞性未分化癌3例・小細胞性未分化癌1例の

計53例である。非手術群としては小細胞性未分化癌

22例，胸部レ線上明らかにN、を確認した症例12例

の計34例である。
〈成績〉　手術によりN（＋）を確認した症例で67Ga－

citrateのとりこみのなかった症例は27例中8例で

あり，29．6％がfa」se　negptiveであった。手術によ

ってN←）であった症例で67Ga－ciしr硫eのとりこみが

みられた症例は26例中8例であり，30．8％がfalse
y）sitlve　であった。次に手術群でのN（＋）症例で胸部

レ線上N田と読影した症例と，N←うと読影した症例と

に分けてみると，胸部レ線上N（＋）の症例では13例中

1例＆3％，胸部レ線上N（一）の症例では14例中7例

50％がfalse　negativeであった。非手術群のうち，

小細胞性未分化癌では胸部レ線上TNM分類でN・は

18例，N，は4例であったが，　N，症例のうち1例に
67
Ga－citrateのとりこみがなく・22例中1例45％

がfalse　negativeと考えられた。次に胸部レ線上明

らかec　N・を確認した症例12例では2例1　6．7％がfal－

se　negativeと考えられた。

　以上，67Gaシンチグラフィーにて術前に胸部レ線上

の盲点である肺門・縦隔リンパ節転移の有無を検索し

たが，本検査法は手術症例からはfalse　negative，

false　positiveの症例が比較的多いため，リンパ節

転移の的確な判断に困難を感じた。しかし肺癌末期の

非手術例ではfalse　negativeの症例が少なく，肺門・

縦隔への照射野の決定，予後の判定に有用と思われ
た。
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　肺癌に遭遇したとき、それが治療に対してよく反応

するか否かが予めわかれば、臨床家としてたいへん便

利である。私たちは、67Gaシンチグラムからこのこ

とが予測できないだろうかと思い検討してみたo

〔方法〕：組織像のわかった肺癌約70例について、
67 Gaシンチグラムの濃度と腫瘍の大きさを計測した。

組織像のうちわけは、扁平上皮癌29例、腺癌22伊k
未分化癌16例、その他特種なもの約5例である。67

Gaシンチグラムの濃度は腫瘍の部分（T）と反対側の正

常部分（N）の黒化度を濃度計で20箇所測定して、その

平均値を求め、T／N比を求めた。また、腫瘍の大蓉さ

は67GaシンチグラムとX線像から大体の表面積をプ

ラニメーターで測定した。そして、腫瘍の表面積を横

軸にとり、T／N比を縦軸にとってプロットした。

　これらの肺癌の治療方法は大別して、（1）放射線のみ

（23例）、（2）薬物のみ（18例）、（3）両者の併用（1

8例）、（4）手術のみ（6例）、teよび、これらの併用

（6例）であった。今回は放射線治療した症例の治療

効果と67Gaシンチグラム濃度との関係をしらべた。

〔結果）1（1）67Gaの取り込みは一般に腺癌では少な

く、扁平上皮癌、未分化癌では多い傾向がみられた。

　（2）同じ組織像で腫瘍の表面積がほぼ同じでも、67Ga

の取り込みには症例により明らかな差異がみられた。

この意味が問題であろう。

　（3）治療効果を著効、有効、やや有効、無効に大別す

ると、著効は扁平上皮癌と未分化癌に多く、やや有効

か無効は腺癌に多かった。また、67Gaとの取り込み

の関係をみると、組織像に関わらず、一般に67Gaの

取り込みの多い症例は著効が多く、ついで有効、やや

有効の順であり、治療効果と67Gaの取り込みには相

関があるように思われた。しかし、例外的な症例もあ

り、今後、さらに症例を重ねて検討したい。
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